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[原著・英文] 

1. Yoshiki N，Suginami H，Kubota T：Unusual uterus didelphys presenting in the 

retroperitoneum. Fertility and Sterility．90(2);427-428,2008 

2. Marinova GV，Loyaga-Rendon RY，Obayashi S，Ishibashi T，Kubota T，Imamura 

M，Azuma H：Possible involvement of altered arginase activity，arginase type I and 

typeII expressions，and nitric oxide production in occurrence of intimal hyperplasia 

in premenopausal human uterine arteries．J Pharmacol Sci.Mar，106(3);385-93 

2008 

3. Yuhao Gao，Xiaojun Wu，Masakazu Terauchi，Jau-Yi Li，Francesco Grassi，Sarah 

Galley，Xiaoying Yang，M. Neale Weitzmann，Roberto Pacifici：T cells potentiate 

PTH-induced cortical bone loss through CD40L signaling．Cell Metabolism，

8(2);132-145,2008 

4. Aira Wanajo，Akane Sasaki，Hiromi Nagasaki，Shu Shimada，Takeshi Otsubo，

Syuichi Owaki，Yasufumi Shimizu，Yoshinobu Eishi，Kazuyuki Kojima，Yasuaki 

Nakajima，Tatsuyuki Kawano，Yasuhito Yuasa，and Yoshimitsu Akiyama：

Methylation of the Calcium Channel-Related Gene，CACNA2D3，Is Frequent and a 

Poor Prognostic Factor in Gastric Cancer，Gastroenterology，135;580-590,2008 

5. Yasufumi Shimizu，Reiko Minaguchi，Tomonori Ishikawa，Tatsuya Harada，

Naoyuki Yoshiki and Toshiro Kubota：Increase in the concentration of cytosolic-free 

calcium induced by human follicular fluid was decreased in single human 

spermatozoon with abnormal morphology，Reproductive Medicine and Biology，

7;143-149,2008 

[原著・和文] 

1. 福岡真弓、山本篤、津堅美貴子、若林晶、久保田俊郎：非典型的な画像を示した未熟奇

形腫の一例．A case of immature of teratoma 、日本産科婦人科学会地方部会会誌、

57(1);93-96,2008 

2. 岩原由樹、谷口義実、若林晶、久保田俊郎：胸腔内再発にて診断されたセルトリ・間質

細胞腫瘍の 1 例．日本産科婦人科学会東京地方部会会誌、57(3);339-345,2008 

3. 尾林聡、寺内公一、麻生武志、久保田俊郎：閉経後骨粗鬆症に対する薬剤選択について．

Osteoporosis Japan、16(2);293-297,2008.4 

[著書] 

1. 久保田俊郎：検体検査 根拠が分かる臨床検査Ｑ＆Ａ第３章－１Ｑ30～33、p40～45、

奈良信夫編、南江堂、2008 

2. 久保田俊郎：［図解］基本手技 Basic clinical skills 第４章 婦人科診察・直腸指診、

奈良信夫編著、日本医事新報社、76-77,2008 

3. 久保田俊郎：よくわかる病態生理 12 婦人科疾患、日本医事新報社 

4. 原田竜也、久保田俊郎：病期・病態・重症度からみた 疾患別看護過程＋病態関連図、

94 子宮内膜症;1727-1741、医学書院 
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5. 谷口義実、久保田俊郎：病期・病態・重症度からみた 疾患別看護過程＋病態関連図．

95 卵巣囊腫、卵巣癌;1744-1759、医学書院 

[総説] 

1. 石橋智子、宮坂尚幸、久保田俊郎：人口分娩と神経障害．神経内科、科学評論社、

68(1);32-39,2008 

2. 吉木尚之、久保田俊郎：子宮内膜と血管作動性生理活性物質に関する話題．産婦人科

の実際、57(2);173-177,2008 

3. 谷口義実：婦人科系のがん －子宮がんを中心に－．日本人間ドック学会誌、

23(3);86-103,2008 

4. 寺内公一、久保田俊郎、小笹由香、吉田雅幸：出生前診断の基礎知識ノート．助産雑

誌、62(12);1110-1114,2008 

5. 尾林聡、寺内公一、久保田俊郎：ラロキシフェン使用時における骨量変化ならびにこ

れに伴う QOL(quality of life)の推移に関する検討．メディカルレビュー社、6;90-91, 

2008 

6. 大島乃里子、久保田俊郎：増刊号プライマリケア時代の症候の診かた・月経異常．診

断と治療社、425-433,2008.6 

7. 鳥羽三佳代、久保田俊郎：増刊号ホルモン療法マニュアル・体重減尐性無月経．診断

と治療社、61-66,2008 

8. 石川智則、久保田俊郎：特集生殖補助医療をめぐる諸問題・１不妊治療における ART

の適応．診断と治療社、1207-1212,2008.10 

[学会発表・国際] 

1. Toshiro Kubota：Role of vasoactive substsnces on endometrial and ovarian function．

12th World Congress on Menopause，Madrid，spain，5;19-23,2008 

2. Tomoko Ishibashi,Mikayo Toba,Naoyuki Miyasaka,Toshiro Kubota：Two Cases of 

Benign Ovarian Tumor which Rapidly Enlarged during Pregnancy．15th Congress 

of the federation of Asia and Oceania Perinatal Societies，P-001,Nagoya,2008.5 

3. Masakazu Terauchi，Yuhao Gao， Mark S. Nanes， Majd Zayzafoon，Timothy F. 

Lane，M. Neale Weitzmann，Roberto Pacifici：T-lymphocytes amplify the anabolic 

action of PTH through Wnt10b signaling ． 2nd International Conference on 

Osteoimmunology，Rhodes，Greece，June 8-13,2008 

4. Masakazu Terauchi，Mark S. Nanes，Majd Zayzafoon，M. Neale Weitzmann，

Timothy F. Lane，Roberto Pacifici：T cells amplify the anabolic action of PTH 

through Wnt10b signaling．30th Annual Meeting of the American Society of Bone 

and Mineral Research，Montreal，Canada，September 12-16,2008 

[学会発表・国内] 

1. 久保田俊郎：重症排卵障害における診断と治療について－低ゴナトロピン性排卵障害

を中心に－．足立区医師会主催、二金会(足立区婦人会)、足立区医師会、2008.1.18 

2. 久保田俊郎：重症排卵障害疾患の鑑別方と対処法．SS 研究会、京王プラザホテル、
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2008.1.26 

3. 津堅美貴子、福岡真弓、若林晶、谷口義実、久保田俊郎：急速に進行した子宮癌肉腫

の 1 例．第 345 回日産婦東京地方部会例会、#3、東京、2008.2 

4. 久保田俊郎：更年期における子宮内膜症の管理法について．広島県産婦人科医会研修

会、広島大学医学部広仁館、2008.2.3 

5. 久保田俊郎：更年期・閉経期での子宮内膜症の対処法．第 20 回多摩産婦人科臨床研究

会、武蔵野スイングホール、2008.2.9 

6. 津堅美貴子、福岡真弓、若林晶、谷口義実、久保田俊郎：再発後、急速に進行した子

宮癌肉腫の１例．日本産科婦人科学会東京地方部会第 345 回例会、武蔵野公会堂、57 

(2);178,2008.2.16 

7. 久保田俊郎：更年期･閉経期と健康トラブルとその対処法．第 14 回湘南産婦人科研修

会、茅ヶ崎ラスカ 2008.3.4 

8. 谷口義実：婦人科系のがん― 子宮がんを中心に．第 18 回人間ドック認定医研修会、

日比谷公会堂、東京、23(3);2008.3.8 

9. 尾林聡：女性ホルモンと動脈硬化．第 2 回女性と生活習慣病研究会、福岡、2008.3 

10. 鳥羽三佳代、谷口義実、久保田俊郎：咽頭がん治療 13 年後の頸部リンパ節再発と同時

に発見された特異な進展を示した子宮頸部上皮内癌の一例．第 60 回日本産科婦人科学

会学術講演会、パシフィコ横浜、60(2);506,2008.4.12-15 

11. 宮坂尚幸、久保田俊郎：1H MR spectroscopic imaging of the mouse brain―周産期脳

障害の病態解明の試み．第 60 回日本産科婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、

60(2);808,2008.4.12-15 

12. 石橋智子、鳥羽三佳代、宮坂尚幸、久保田俊郎：妊娠中の自律神経機能、脈波伝播速

度の変化に関する研究．第 60 回日本産科婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、

60(2);740,2008.4.12-15 

13. 原田竜也、清水康史、岩田未菜、田島麻記子、石川智則、久保田俊郎：体外受精にお

ける精子自動精子分析装置（CASA・SQA）の意義についての検討．第 60 回日本産科

婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、60(2);511,2008.4.12-15 

14. 田島麻記子、原田竜也、石川智則、清水康史、久保田俊郎：ヒト子宮内膜における

arginase の発現について．第 60 回日本産科婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、

60(2);824,2008.4.12-15 

15. 田尻下怜子、篠原裕子、鳥羽三佳代、津堅美貴子、若林晶、谷口義実、久保田俊郎：

子宮筋層内に発育した腺筋症が発生母地であると類推される子宮癌肉腫の１例．第 60

回日本産科婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、60(2);542,2008.4.12-15 

16. 秋吉美穂子、加藤清子、杉山みち子、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：当更年期外来

受診者におけるウェスト周囲径計測の現況．第 60 回日本産科婦人科学会学術講演会、 

パシフィコ横浜、60(2);668,2008.4.12-15 

17. 尾林聡、秋吉美穂子、麻生武志、久保田俊郎：中高年女性に対するアンケート解析に

よる神経科疾患への対応．第 60 回日本産科婦人科学会学術講演会、パシフィコ横浜、 
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60(2);762,2008.4.12-15 

18. Satoshi obayashi，Galina Marinova，Renzo Loyaga-Rendon，Tomoko Ishibashi，

Toshiro Kubota，Masatoshi Imamura，and Hiroshi Azuma：Possible involvement of 

altered arginase activity，arginase type Ⅰ and type Ⅱ expression in occurrence of 

intimal hyperplasia in premenopausal human uterine arteries．第 8 回日本 NO 学会

学術集会、仙台、2008.5 

19. 尾林聡、寺内公一、久保田俊郎：ラロキシフェン使用時における骨量変化ならびにこ

れに伴う QOL(quality of life)の推移に関する検討．第 4 回 SERM 研究会学術集会、東

京、2008.5 

20. 尾林聡、ガリーナ・マリノバ、レンゾ・ロヤガ、石橋智子、久保田俊郎、今村正俊、

東洋：ヒト子宮動脈内膜肥厚におけるアルギナーゼ活性と蛋白発現．血管研究会、東

京、2008.5 

21. 福岡真弓、篠原裕子、鳥羽三佳代、石橋智子、宮坂尚幸、久保田俊郎：子宮動脈塞栅

症(TAE)と MTX 療法の併用にて治療しえた頸管妊娠の１例．第 26 回東京母性衛生学

会学術集会、25(1);21,2008.5.11 

22. 岩原由樹･谷口義実・若林晶・久保田俊郎：腹腔内再発にて診断されたセルトリ・間質

細胞腫瘍の１例．日本産科婦人科学会東京地方部会例会、第 346 回例会、東医建保会

館、2008.5.17 

23. 久保田俊郎：中・高年女性の健康トラブルを考える―最近のトピックス．葛飾区産婦

人科医会主催、葛飾産婦人科集談会、葛飾区医師会館、2008.6.13 

24. 久保田俊郎：ゴナドトロピン製剤の在宅自己注射に向けて．第 115 回日本産婦人科学

会関東連合地方部会総会および学術集会、都市センターホテル、2008.6.15 

25. 吉木尚之、久保田俊郎：特別講演 2 腹腔鏡下手術における尿管と子宮動脈の局所解剖．

第 12 回臨床解剖研究会、東京医科歯科大学歯学部特別講堂、2008.7.12 

26. 久保田俊郎：多嚢胞性卵巣症候群の診断と治療―最近のトピックス．第 269 回東京産

婦人科医会臨床研究会、東医健保会館、2008.7.19 

27. 小山真衣、尾林聡、山岸由紀子、太田恭子、久保田俊郎：摂食障害合併妊娠における

妊娠・分娩・産褥の 1 例．第 37 回日本女性心身医学会学術集会、東京、

13(1.2);45#9,2008.7.20 

28. 高嶺智子、尾林聡、加藤清子、秋吉美穂子、寺内公一、久保田俊郎：更年期女性のう

つ症状に対するホルモン補充療法（HRT）の有効性の検討．第 37 回日本女性心身医学

会学術集会、東京、13(1.2);47#14,2008.7.20 

29. 石川智則、清水康史、原田竜也、吉木尚之、久保田俊郎：TCR にて切除した atypical 

polypoid adenomyoma を合併した多嚢胞性卵巣症候群の１例．第 48 回日本産婦人科 

内視鏡学会学術講演会、横浜、2008.7 

30. 田中智子、吉木尚之、久保田俊郎：広靱帯内に発育した子宮筋腫を腹腔鏡下に核出し

た３例．第 48 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会、横浜、2008.8 

31. 石川智則、原田竜也、清水康史、久保田俊郎：常位胎盤早期剥離を発症した子宮腺筋
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症合併不妊症例．第 26 回日本受精着床学会総会・学術講演会、#283、福岡、2008.8. 28-29 

32. 鳥羽三佳代、宮坂尚幸、久保田俊郎：子宮内膜間質結節と診断され、経過観察中に再

発した低悪性度子宮内膜間質肉腫の１例．第 9 回 JSAWI シンポジウム、淡路夢舞台

国際会議場、兵庫、2008.9.5-6 

33. 宮坂尚幸：B0 mapping を用いた自動 shimming 法の開発とマウス脳 1H-MR 

spectroscopic imaging への応用．第 36 回日本磁気共鳴医学会大会、旭川、2008.9 

34. 久保田俊郎：埼玉県産婦人科東部ブロック産婦人科勉強会、生殖医療におけるホルモ

ン療法の新たな展開．埼玉県春日部市商工振興センター、埼玉、2008.9.8 

35. 秋吉美穂子、加藤清子、杉山みち子、寺内公一、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：当

更年期外来受診者におけるウエスト周囲径計測の現状報告．第 6 回メタボリックシン

ドローム研究会、山の上ホテル、東京、2008.9.18 

36. 高木清考、関口将軌、岩原由樹、若林晶、谷口義実、久保田俊郎、田中智子(皮膚科)：

皮膚筋炎を合併し診断に苦慮した卵巣漿液性腺癌の１例．第 347 回日本産科婦人科学

会 東京地方部定例会、東医健保会館、東京、57(4);471-476,2008.9.20 

37. 宮坂尚幸：産婦人科最新治療の実際―新しい診療ガイドラインから．第 69 回東京薬科

大学卒後教育講座、東京、2008.9 

38. 大島乃里子：日本産科婦人科学会員の卒後 2～16 年目における就労状況について―女

性医師の継続的就労をめざして．第 32 回日本産科婦人科学会沖縄地方部会学術集会、

沖縄、2008.9.28 

39. 久保田俊郎：生殖医療における薬物療法の新たな展開．山口県子宮内膜症研究会、ホ

テルみやけ、山口、2008.10.16 

40. 原田竜也、清水康史、岩田未菜、石川智則、久保田俊郎：子宮内膜症症例の体外受精

における精子自動精子分析装置（CASA・SQA）の意義．第 53 回日本生殖医学会総会・

学術講演会、#090、神戸、2008.10.23 

41. 寺内公一、坂本啓、玉村禎宏、尾林聡、久保田俊郎、山口朗：Interferon-gamma は Wnt 

シグナル経路を介して骨芽細胞の分化を抑制する．第 26 回日本骨代謝学会、大阪、

2008.10.31 

42. 久保田俊郎、早乙女智子、麻生武志、安達知子、北村邦夫、種部恭子、東舘紀子 HAP

リプロダクションヘルス＆ファミリープランニング検討委員会：全国の一般女性を対

象とした月経に対するイメージや月経に随伴する健康問題に関する実態調査（第 1 報）．

第 49 回日本母性衛生学会総会、#187、千葉、2008.11.7 

43. 宮坂尚幸、久保田俊郎：本邦における産科救急の現状と対策―大学医局の運営面から．

第 57 回日本農村医学会学術総会、つくば、2008.11 

44. 宮坂尚幸：婦人科疾患．平成 20 年度卸教育研修管理者継続研修会、東京、2008.11 

45. 寺内公一、尾林聡、秋吉美穂子、加藤清子、松島英介、久保田俊郎：更年期女性の不

眠症状に関する検討．第 23 回日本更年期医学会、横浜、2008.11.15 

46. 秋吉美穂子、長山亜紀子、宮原富士子、伊藤礼、村島葉子、麻生武志：薬局における

更年期女性対象の栄養教育・栄養指導・医療者連携の現状と展望 栄養士の視点から．
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第 23 回日本更年期医学会学術集会、ワークピア横浜、2008.11.15 

47. 秋吉美穂子、加藤清子、杉山みち子、寺内公一、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：当

更年期外来受診者におけるウェスト周囲径計測の現状報告第 2 報．第 6 回メタボリッ

クシンドローム研究会、第 23 回日本更年期医学会、ワークピア横浜、2008.11.16 

48. 高嶺智子、尾林聡、秋吉美穂子、加藤清子、寺内公一、久保田俊郎：更年期女性のう

つ症状に対するホルモン補充療法（HRT）の有効性の検討．第 23 回日本更年期医学会

学術集会、ワークピア横浜、2008.11.15-16 

49. 久保田俊郎：更年期・老年期のヘルスケアを考える―生き生きした更年期の過ごし方．

第 22 回東京医科歯科大学医師会講演会、東京医科歯科大学 5 号館講堂、2008.11.22 

50. 清水薫、篠原裕子、石橋智子、鳥羽三佳代、宮坂尚幸、久保田俊郎：妊娠後期に増悪

を認めた尿崩症合併妊娠の１例．第 116 回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会・

学術集会、栃木県総合文化センター、栃木、2008.11.29 

51. 久保田俊郎：生殖医療におけるホルモン療法の最近のトピックス．香川生殖内分泌研

究会、全日空ホテルクレメント高松、香川県、2008.12.11 

52. 関口将軌、谷口義実、宮坂尚幸、久保田俊郎：当院における精神疾患合併妊娠．第 12

回産婦人科臨床フォーラム、東京ヒルトンホテル、東京、2008.12.12 

53. 近澤研郎、清水薫、高嶺智子、石橋智子、宮坂尚幸、久保田俊郎：正常経膣分娩後、

児が左視床出血をきたした 1 例．第 348 回日本産科婦人科学会 東京地方部会例会、東

医健保会館、東京、2008.12.20 


